
106 CHEMOTHERAPY JAN. 1975

Cephradineの 臨 床 経 験

山 作 房 之 輔 ・武 田 元 ・庭 山 昌 俊 ・川 島 士 郎

薪潟大学医学部第二内科学教室

青 木 正 作 ・関 剛

厚生連上越総合病院内科

貝 沼 知 男

新潟労災病院内科

Cephradine(CED)は 新 たに開発されたCephalosporin

系抗生剤で,経 口的にも非経 口的にも使用できる特長を

有 している。私どもは本剤の経口剤(カ プセル剤)を14

例 に使用した。

1. 対 象

私どもの病院で治療 した扁桃感染症3例,肺 炎5例,

尿路感染症6例,計14例 である。

2. 使 用 法

1日 量は1gの ものが最も多 く,症 状に応じて1.5～2

gを 用いたものもある。使用 日数は7～38日 で,総 量は

7～55.5gに 及 んだ。

3. 成 績(Table1)

1) 扁桃感染症

発熱 咽頭痛を主訴とし,扁 桃に膿苔,あ るいは膿栓

を認め,白 血球増加を伴 った急性扁桃炎の3例 はCED

1日 量1g内 服により円滑に治癒 し,自 覚症状は2～4

日後に消失 し,検 査所見も再検時には正常化 しており,

全 例有効であった。

2) 肺 炎

肺炎の5例 は1日 量1～1.5gの 本 剤内服により自覚症

状はおおむね1週 間以内に消失 したが,検 査所見は約半

数が1週 間以内に正常化せず,胸 部X線 像は1例 を除き

陰影の消失に14～37日 を要 し,治 癒が遷延する傾向がみ

られ,有 効3例,や や有効2例 と判定 した。

3) 尿路感染症

起炎菌は全例大腸菌で,デ ィスク法 によるCephale-

xin(CEX)の 感受性にはいずれも〓であった.

発熱 腰痛 と尿所見を伴い,急 性腎孟腎炎と診断 した

2例 はCED1日 量1～29内 服により,自 覚症状,尿 中

細菌,尿 所見は1週 間以内に消失,改 善 し,有 効であっ

た。

急性膀胱炎 と診断 した3例 と妊婦の無症候性細菌尿の

1例 はCED1日 量1～1.59内 服により症状,細 菌尿,

尿所見は速やかに消失,改 善 し,有 効であった。

4) 副 作 用

私どもがCEDを 用 いた14例 中に自覚的な副作用の出

現 したものは1例 も認めなかった。症例4は 本剤使用中

に10%前 後 の好酸球増加を認めたが,薬 疹はなく,治 療

終了後に減小 した。GPT,GOT,ア ル カリフォスフア

ターゼは症例3～9でCED使 用前後に検索 したが,異

常を認めなかった。

4. 考 案

CEDの 抗菌力,内 服時の吸収はCEXと ほぼ等 しく,

CEXと 同程度の臨床効果を期待 しうる。すなわち,軽

症感染症に対 しては1日 量1g程 度 でも効果が期待され,

私 どもの症例でも急性扁桃炎,大 腸菌性尿路感染症の大

部分は1日1g内 服 により有効であった。 しか し,私 ど

もの肺炎に対するCED治 療成績は胸部X線 像の改善が

遅 く,効 果は十分に満足できなかった。このことは1日

量が少なかったためと考えられ,中 等症感染症には1日

最2～39が 適 当と思われた。

なお,本 剤の多 くの細菌に対する最小発育阻止濃度は

注射剤であるCephalori dineやCefazolinに 比較する

と高 く,い っぽう,内 服時の吸収はひ じょうに良好であ

るから,経 口的に使用するのが適当と考えられる。
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5. 結 語

CEDの 内服治療を行なった急性扁桃炎3例 はすべて

有効 肺炎5例 は3例 有効2例 やや有効 大腸菌性尿

路感染症6例 はすべて有効であった。

自覚的な副作用は認汐〉ちれず,1例 にCED使 用 中に10

%前 後 の好酸球増加をきたしたが,治 療終了後に減少し

た。
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Cephradine was administered , orally to 14 patients. The results obtained were as follows : Effective in all 
3 cases of acute tonsillitis, effective in 3 cases and slightly effective in 2 cases among 5 cases of pneumonia, 

and effective in all 6 cases of urinary tract infection due to K coll. No subjective side-effect was noticed with 

cephradine. A case presented eosinophilia of around 10% during cephradine therapy, and the count reduced 

after completion of cephradine treatment.


